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二 十 世紀 の意味論の発展 のあ とをた どってみ ると,意 味の関係 をいか に

理論化す るか とv・うことに焦点 がお かれ てv・る ように思 える。Ullmannが

そ の著 乃 θP励`φZ85げ&〃zα π♂∫θ5〔1)で述 べ てv・ る よ うに,Saussure以

降 のsynchronisticsemantics(共 時 的意味論)は,単 ・複 のsemantic

relationshipを 取 扱v・,こ れはSaussure以 前,主 として意味変 化 を取扱

ったdiachronisticsemantics(2)(通 時 的意味論)に 相対す る も ので ある。

Saussureの 言 語理論 や,ゲ シュタル ト心理 学 の影響 を受 けて,「 全 体 の中

の個 」 とV・う考 えが,そ の まま意味の研究 に もと り入 れ ら れ,Trierは

semantic丘eld(意 味 分野)の 理論3)を 展 開 した。Trierは モ ザイ クのよ う

に並んだ語 と語 の諸関係 をしらべて,一 つ の語 が もつ意味の広が りの領域

をきめた のであ った。彼 は ドイツ語 の知識 に関す る概念 の世界 を分割 して

い る語 につV・て1200年 頃 には 測勧 諺,kunst,Zistが あ り,1300年 頃 には,

㎜ 励 麟,kunst,漉 瓣 劭 があ った ことを調 べ,そ れ ぞれ の時期 に三語 の間

に どのよ うな"な わば り"'が あ り,ど の ような関係 が保 たれ ていた かを明

らかに した。即 ち,1200年 頃,kunstは 社 会行動 を含む高度 な,又 宮廷 で

使 われた知識 を意味 し,listは も っと低い,技 術的 な知識の意味 を含む語

として使 われ,zvisheitは 前 二語の代 用 として使 わ れる他,両 者 を綜合 し

た知的,道 徳的,宮 廷的,美 的,宗 教的 な知識 をあ らわす語 として用い ら

れたのであ った。1300年 頃 には,測 勧 諺 は,も はや百年前の よ うに綜合

的 な意 味で は用い られ な くなった。世 の中 は全 く宗教色 が濃 くな り,宗 教

rrと い うこ とは特別 な意味 をもたな くな った。Kunstか らは ,宮 廷的,社
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会 的な含蓄 が消 え,三 語 がそれぞれ 占めていた領域 が変 った。 このよ うに 昌

して 「知識 」に関す る語 の間の関係は,時 代 の推移 と共 に,社 会 の情勢 の

変化 に よ り変 った ので ある。Trierは 名詞 だけにつV・て,そ の間の意味関

係 を明 らか にしたので あったがPorzigは,動 詞 と名詞,形 容詞 と名詞 に

ついて,そ の間 の意味関係 を明 らか にしよ うとし た。 即 ち,ド イ ツ語 で

gehen(vs.fahren)と い え1ま 「足」 を予想す るし,英 語 のgraspは 「手」

を,blondは 「髪 」を予想 する とい うわけである。

この ような意味 の関係 を重 んず る考 え方 はその後 のstructuralsemant-

icsの 発 展 に大v・に影響 を及ぼ して居 り,Lyons,Weinreich等 の 理論 の底

流 とな っている と い え よ う。Lyonsは そ の 著StructuralSemanticsで

Platoの テ クス トをcorpusと してギ リシ ャ語 の或 る特定 の語 に つV・ てそ

の領域 を調 べ,基 本 的な意味関係 をincompatibility,antonymy,hypony-

my,synonymyに 帰 す るよ う試 み てV・ る。Incompatibilityと は,例 えば

Sheworeareddress.とU・ う文 はSheworeagreen(blue._)dress.とU・

う文 を否定 して 居 り,red,green,blueはincompatibleな(相 容 れ ない)

関係 に あるとU・える。Antonymyは 段 階 の有無 に よって,正 反対 の場合 と

biggerthanの よ うな場合 があ る。Hyponymyは,例 え ばscarletはred

のhyponymで あ る。Synonymyは 類 義語 であ る。

Firthは"ModesofMeaning"(4)とU・ う論 文でcollocabilityに つv・ て述

べてV・るが,こ れは文中 の語 と語 のsyntagmaticrelationと い う横 の関係

を考 える時,非 常 に重要 な点で ある。 これ に対 し前 に 述 べたvocabulary

全 体 の中での語 と語 のい わば 縦 の 関係 はparadigmaticrelationで あ ると

U・えよ う。 この縦横二つ の軸 は,phonological,grammatical,semantic各

1eve1に 於v・て の単位 同志 の関係 を論ず る時,基 底 となる もの であ ること

は明 らかである。Firthはcollocabilityを テ ス トす る文 の一例 に次 の よ う

なものをあげてい る。

(i)AnasslikeBagsonmighteasilydothat.
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(ii)  He  is  an  ass. 

(iii) You silly  ass! 

(iv) Don't be an  ass!

この中でa∬ の もつ意味 の一一つ は,moderncolloquialEnglighでyou

silly(や 他 の要素)と のhabitual.collocationに よ って示 され る ことを述

べてい る。

以上 は ドイツ,イ ギ リス等 ヨー ロ ッパで行 われ てきた意 味の研 究 の方 法

を意昧関係 に焦点 をおい て考 えてみた ものであるが,ア メ リカに於 いては

この点 どのよ うに発展 してい るであろ うか。

Anthropology(人 類 文化学)の 発展 と相 まって顕著 な もの と な ってき

た方法論 にcomponentialanalysisとV・ うのがある。 これ は 約言 す れば ,

語 の属性 分析 とい えよ う。関連 を もつ と思われ る語 の間 で,そ れ らを比較

するこ とに よ りそ の特 徴 とな ってい る要素 を抽 出する方 法で,主 として血

族 関係 の こ とば,格 を もつ語,人 称代名詞等 に適 用 出 来 る。 中で もkin-

shipsystemの 分析 はこの方 法 に特 に向k・てv・るよ うで あ るし
,一 番進 ん

でV'る と思われ る。例 えば,fatherはsemanticcomponentSIG2L1と 表 わ

され・motherはS2G2L1と 表 わ され る。Sはsexを 表 わ し,S1はmale ,S2

はfemaleで あ る。Gはgenerationを 表 わ し,G2はegoか ら一世 代上 の

意味 であ る。Lはlinealityを 表 わ し,L、 はegoの 直 系祖先,子 孫 である

ことを示 してV・る。 このcomponentialanalysisはJakobsonを は じめ と

して・Harvard・MI!r・ グル ープを中心 に研究がすすめ られて い る
,Dis-

tinctivefeatureanalysisが,semanticsの1evelで 行 われ てい る と考 えて

よU'だ ろ う。Componential"analysisは ヨー ロッパで有力 で あったsemantic

fieldの 考 え方 と同じ く,語 と語 のparadigmaticrelationを 明 ら か にす る

ものであ る。FirthのV・ うcollocabilityの 所 で指摘 したsyntagmatic:relat-

ionの 追 求 はKatz-Fodorの 論 文(5)に そ の発端 がみ ら れ
,Weinreichの 研

究(6)は そ れ を一段 と進 めた ものである といえよ う。
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1(atz.Fodorは"Thestructureofasemantictheory"の 中 で,文 中の語

と語 が どのよ うに結 びつい て解釈 が生 まれ て くるかを形式化 しようとし,

意 味論 の要 素に,辞 書 とプ ロジ ェクシ ョン ・ル ールの二つを設 定 して,こ

の二 つの要 素のamalgamationの プ ロセスを厳密 な形式 で表 わ した。 この

Katz-Fodorの 研 究 は,そ れ以前,語 の 意 味 のparadigmaticrelationと

syntagmaticrelationが 別 々に研究 されてU・た ものを一つ の 理論 の 中で綜

合 的 に表 わそ うとしたものだ とv・える。 ヨー ロッパのsemanticfieldtheo-

ry(除Porzig),ア メ リカのcomponentialanalysisは,一 つ の 語 の中に

どれほ どの属性が含 まれてU・るか の分析で あ り,Firth等(7)の 研 究 は,

contextを 中 心 とした もので あった。FirthのcollocabilityとU・ う 術語 を

借 りるな らば,こ れはす ぐ隣合 せのmodificationか ら,文 中の 離 れ た要

素 同志 の各種 のagreement,又 よ り大 き くは,一 つ の 文 と他 の文 との連

結,関 連 に至 るまで考え られる。英語 で も,日 本語 で も,広 義 のcollocat-

ionに 於 ける制約 は色 々 と 考 え ら れ,Katz-Fodorが 〈selectionrestrict-

ion>と 名 づけた ものを,辞 書 のエ ン トリーの末尾 に記 す こ とが 出 来れ ば

nativespeakerの 語 感 を もたなV・外 国人が,外 国語 を習 う際,非 常 に助 け

となるであろ う。 こ うい った制約 を 目本語 で考 えてみ る と,先 ず敬語 の使

い方 に於 ける多大 な制約が 目につ く。話 し手 と相手 と話題 になる人 の上下

関係 が,微 妙に複雑 にか らみ合 わされ て,適 切 な代名詞,動 詞等 が選択 さ

れ ねば ならなU・。第 二に,日 本語 に豊 富なonomatopoeiaの 表 現 は どうで

あろ うか。「サラサラ」,「ザ ーザ ー」,「カ リカ リ」,「 ドン ドン」等が特別 な

ニ ュァンスを伝 えるのも,適 切な ことばえ らびに よるものであ る。英 語で

は,文 と文 とをつ な ぐhowever,consequentlyの 使V・ 方 は,広 義 のcol・

locabilityに か なった もので なけれ ば,せ っか くlogicalで あ ろ うとす る英

語 の趣 旨に反す るこ とになる。 こ とばが,こ のよ うな制約 を守 る時,文 法

に かなった,常 識的 に辻褄 の合 う意味 を伝達す ることが出来 る。 しかし,

こ とばは時 としてノル ムをはずれ た表現 をす る。思想 の断片 を並べ た詩,
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奇 異 な 文 体 を誇 る 小 説,意 識 の 流 れ を そ の ま ま 表 わ し た モ ノ ロ ー グ等 々亠

こ れ ら は い か に こ と ば の お き て を お か し て い よ う と,美 の 表 現 と も い え よ

う し,読 む 人 に 何 ら か の 意 味 を 伝 え て い る こ と に変 りは あ る ま い 。 こ の よ

う な 意 味 関 係 を も取 扱 お う と試 み た の がWeinreichで あ った 。

WeinreichはKatz-Fodorが,す べ て のamalgamationを 同種 の プ ロ ジ

.エク シ ョ ン ・ル ー ル で 説 明 し た こ と を 批 判 し,意 味 関 係 を,Linking,Non-

Linkingとv・ う考 え で 表 わ そ う と し てv・ る 。Weinreichの 考1え 方 に よ る

と,Linking,Non-LinkingとU・ う 関 係 を,単 語 のsemanticcomponent同

志 と,文 中 の 要 素 同 志 に 適 用 さ せ よ う とv・ うの で あ る 。 即 ち,語 のparad・

二igmaticrelationに も,syntagmaticrelationに も あ て は ま る とU・ う・こ と で

あ る 。 語 に い くつ か のsemanticfeaturesが あ る 時,そ のfeature問 に

orderedとunorderedの 関 係 が あ り,orderedの 方 をcluster(Non-Link

ing)と よ び,unorderedの 方 をconfiguration(Linking)と よ ん でU・ る 。 例

え ば,daughterとV・ う語 は,`female'と`offspring'とV・ うsemanticcom-

ponentsを も っ て 居 り,こ の い ず れ の 要 素 も 先 に き て よU・ が,chairとU・

う語 で`furnifure'と`sitting'とv・ うcomponentsの 順 序 は 大 切 で あ る 。 英

語 のconstructionsか ら み る と,Linkingに 入 る も の は,SubjectNounと

MainVerb,SubjectNounとPredicateNoun或v・ はPredicateAdjective,

MainVerbとMannerAdverbial,DescriptiveAbverbとAdjective等 が あ

る 。Non-Linkingconstructionsは 更 にNesting,Delimitation,Modalizat・

ionに 分 か れ る 。Nestingに はMainVerb+(Object)NPとPreposotion

十(Object)NPと 種 々 のComplernentsや ω αZ々肋 吻8,reachAmericaの

"T
emporal,LocativePhraseが 入 る 。Delimitationに は, 、Quanti丘cationや

Deixis等 が 入 る 。Modalizationに はso-called,Zike....等 の表 現 が 入 る 。

Modi丘er.とHeadはLinkingとNon-Linkingの 場 合 が あ る 。-Weinreich

の 説 で は,こ の 他,SemanticCalculator,SemanticEvaluatorと い う

SemanticProessがGram士naticalProcess終 了 前 に 作 用 し て,deviant
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_utterancesを も生 み出す 点,Katz-Fodrの 説 とは大い に異 る18)。

以 上,semanticrelationに 対 す る考え方 を中心 に述 べ てき た の で ある

が,文 学 作品 に於いて意 味 の解釈 が どのよ うな週程 を経 てな さ れ て いる

か,そ の一例 として,色 の含 意(connotation)に つV・て 以 下述 べ てみたい

と思 う。

皿

人 々 が 心 に 描 くimagery(心 像)は,さ ま ざ ま で あ る が,PeterMckel-

larのTheInvestigationofMentalImages(9)に よ る と,視 覚 に よ るimage-

ryが 最 も 多 く,強 烈 で あ る こ と が 実 験 の 結 果 明 ら か に さ れ て い る 。

色 くcolour)に 関 す るimageryを 使 っ た 表 現 は,英 語 に も 日本 語 に も多

く み られ,昔 か ら文 学 作 品 に も多 く使 わ れ て き た と こ ろ で あ る が,こ こ で

は,日 英 両 語 の 色 の も つconnotationに つ い て 考 え て み たV・ と思 う。

ShakespeareのTheSecondPartofKingHenrytheSixth(iii3.23)に

よ る と,次 の よ うな と こ ろ が あ る 。

King.Othoueternalmoveroftheheavens,

Lookwithagentleeyeuponthiswretch!

O,beatawaythebusymeddlingfriend

Thatlaysstrongsiegeuntothiswretch'ssoul

Andfromhisbosompurgethisblackdespair1

最 後 のblackdespairはmetaphorで あ り,blackは 物 理 的 な色 の表 現

blacksweaterのblackと 異 な る こ と は 明 らか で あ る 。colourimageryは

こ の よ う にcollocationに よ る も の が 多 く,修 飾 語 と し て 用U・ られ たcolour

に 関 す る 語 が,次 に く る 語 と密 接 な 関 連 を も っ た 意 味 を含 蓄 し て い る の で

あ る 。 上 のblackdespairで は,英 語 に お い て も,黒 色 は,暗 い 希 望 の な

い 状 態 を あ ら わ し て い る こ と が よ くわ か る 。 他 に,blackasHellの よ う

にsimileの 形 式 を と る も の も あ る 。 こ の よ うな 含 蓄 を も つcolourの 比 喩
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7表現 を集 め分析 してみる と,或 る程度迄 その語 のもつ意義素(distinctive

feature)とU・ うよ うな ものを 抽 出す るこ と が 出 来 る。 勿論imageryの

使 い方 は,作 者に よって異 なる場合 も多 くこのよ うな主観的 なものを手 が

か りとして,そ のことばの意味 を決定す るのは危 険な面 もあろ うが,そ の

中で も色 々 と共通 した要素が あるこ とは興味深い ことであ る。

色 の勞 け方 は言語 によって異 な り,こ まか く分 けれ ば,英 語で三千 に も

及 ぶ色 の名があるそ うであるが,こ こでは,英 語 と目本語 で最 も普通 に使

われ てい る七色 に限 ってみたい と思 う。

先ず赤(red)を み てみ よ う。英語 では,convulsedwithredrage,redas

love,redashate,blood-stainedsword(revenge),abashfulrose,thered

wasteofhisyouth,scarletsin等 が あ り,Sentiment(.:,love,hate,

xevenge,bashfulness)とMoral(flagrancy,offense)に 関す る表現 があ る。

日本語 で 「赤 くなる」 とい う表現 は,怒 り,恥,愛 情 などの感情 表現 とみ

られ,こ の点英語 と共通す るところである。 この他,「 真赤 な嘘」,「赤 の

他 人」,「赤裸裸」,「赤心 」等 があ るが,こ れはutterness,franknessを あ

らわす ものとい えよ う。心理学 的にみる と,赤 か ら連 想 され る も の は,

血,熱,火 等 で一般 的 に赤 はpassion,excitement,action,fiercenessの 印

象 を人 々に与 えるこ とは,裏 付 け られる ようである。

次 に,黒(black)を み てみ よう。Theywereallblackstrangerstome・

ゐZα6々asdespair,blackasHell,blackheart,blackdeed,black.andwhite,

Mackmagic,theblackart等 が あ り,utterness,hopelessness,death,

wickedness,badness,bane等 を表わす とv・えよ う。 日本語 でも,黒 は邪

悪,死 に関連 した表現 が多 く,中 で も 「黒幕」,厂腹黒 い」,「黒 白 を つ け

る」,「黒枠付 の写真」,「黒服」等 は よく使 われ る ものである。心理学 的に

み る と,黒 は夜,死,魂 の否定,不 吉 さ,失 望等 との連想 が強 く,日 英両

語 で類似 した含意 がでてきたの もうなず ける。

白(white)に 関 しては,黒 と対象 的に使 われ る例が多v・。Whitemagic,
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whitelie,white-robedinnocence,aschasteasunsunn'dsnow等 は,そ

の 代 表 的 な も の で あ り,benevolence,innocence,chastity等 を表 わ し て い

る 。 目本 語 で は,「 潔 白 」,厂 白 む く」,「 青 天 白 日 」等,innocence,chastity

を 表 わ す も の は あ る が,whitelie(つ み の なU・ う そ),whitemagicに 当

る い い 方 は な く,又,英 語 に な い も の に 厂白 眼 視 す る」,「 白屋 」 等 が あ

る 。 心 理 学 的 に み る と,白 はcoolness,雪 等 と の 連 想 が 強 く,purity,

cleanliness,brightnessofspirit等 の 印 象 を 与 え る の で,上 記 の 表 現 が あ

ら わ れ る の も 自然 で あ ろ う。

次 に 緑(green)は ど う で あ ろ うか 。Tolooksogreenandpale,agreen

goose,agreenhorn,greenashopebeforeitgrieves.等 あ り,bloodless-

ness(weakness)・immaturity(youth),hope(flourishing)等 の 含 意 を も つ よ

う で あ る 。 目本 語 で も こ の よ うな 表 現 は あ り,「 顔 が 青 い 」(気 分 が 悪 い)r

「青 二 才 」,「 青 春 」,「 青 臭 い 」,「 青 瓢 箪 」 等 で あ る 。 目 本 語 で は ,青 を

greenとblueの 両 方 に 使 う が,こ こ の 例 で は,す べ て 緑 の 代 り に 青 が 使

わ れ て い る よ うで あ る 。 心 理 学 的 に み る と,緑 はcoolness,natureと の

連 想 が 強 く,新 鮮 さ と静 け さ の 印 象 を 与 え る 。

青(blue)は,Shewasblueandlonesomeandhalfsick,ablueSunday

bylocaloptionの よ うにmelancholy,indecencyを あ ら わ す も の が あ る 。

日本 語 で も,詩 の 一 節 に,「 憂 い は 青 し 空 よ り も 」,「 青 息 吐 息 で 」 等 の 表

現 が あ る 。 青 の 心 的 連 想 はcoldness,空,水 等 でmelancholyとsoberness

の 印 象 を 与 え る と さ れ て い る 。

黄 色(yellow)に は,_.andjealousy,suffusedwithjaundiceinher

eyesとV'う 表 現 が 英 語 に あ る が,jealousyを 表 わ す 表 現 は ,日 本 語 に は

見 当 ら なU'。 他 に 「黄 色V・ 声 」,厂口 が 黄 色U・ 」 等immatUrityを 表 わ すU・ い

方 が あ る 。 黄 色 の 心 的 連 想 は 日光 で,陽 気 さ,vitalness,highspirit等 の

印 象 を 与 え る 。

紫(purple)は,purl)Zepatchofwriting,purplelikethatofaprelate等
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brilliance(beauty),dignity等 を表 わす もの とU・えよ う。 目本語 で は,r,

袈 裟 」が高僧 のdignityの 象 徴 として用v・ られてv・る。紫か ら の連想 は・

coolness,mist,darkness,shadow等 で あ り,dignity,pompousnessの 印

象 を与 え る。

以上 の他 に,idiomと して用v・ られてv・るものに,aredsignal・agreen

signal,redcent,yellow-journalism,bluestockimg,blue-blooded,the

ろZα6々market等 が あ り,目 本語 で も,「 赤 信号」,「青信号」,「赤本 」,厂黄

表紙」等 がある。'

先 に述 べた よ うに,こ の ように して,こ とばの もつ含蓄 を探 る ことは,

そ のこ とばの意義 素 を見 つけ出す のに役立つ といえ よう。言 い換 えれば,

そ のことばを他 か ら区別 し,そ のこ とばた らしめてv・ る 特 性(distinctive

feature(s))が 意 義素 とv・え よ う・。 この ような特性 は,語 によって,世 界各

国 のことばに共通 な普遍 的 な場合 もあ り,異 なる場合 もあ る。 目英 両語の

色 に関す る七語 について だけをみ て も,そ の特性 は或 る程度,探 し出す こ

とが出来 る。この ように して抽 出 された色 の含意 は,名 詞 とのcollocation

に お いて制約 を もつのである。例 えば,日 英 どち らのこ とばでも,普 通 の

人 はblueandwhiteと か,青 白(を つける)等 とはv・わず に,blackand

white,黒 白(を つ ける)とV・ うのは,collocationの 上 の制約 に よ る もの

で,1で 述 べた文 中での要素 の横 の関係即 ちsyntagmaticrelation,或V・ は

contextに 関 す るこ とだ とい える。Hの は じめにあ げ たShakespeareの

blackdespairの 例 にもどるならばこの二つ の語か ら生 まれて くる解釈は9

次 の ように形式化 され よ う畦

Lexical String 1 

 Despair  --> Noun abstract  —> (Sentiment)  —+ (Personal) —> 

   (Prospective)  —> (Hopelessness)  —> (State) [utter loss of hope] 

   <(Sentiment)> 
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Lexical String 2 

 Black  --> Adjective  ---> (Color)  -÷ (Blackness) [of the color black] 

   <(Physical  Object)> 

 Black  --> Adjecttive (Evaluative)  -+ (Sentiment)  -+ 

   (Hopelessness) [unrelievedly sad, gloomy] <(Sentiment)> 

 Black Adjective (Human)  -+ [being a member of a group 

   or race characterized by dark pigmentation] <(Race)> 

 Black Adjective  --> (Evaluative) (Moral) (Wickedness) 

   [outrageously wicked] <(Moral)>

理 論 上 はLexicalString2とLexicalString1と の 問 に 四 つ の 組 み 合 せ

方 が 可 能 で あ るが,selectionrestriction(選 択 上 の 制 限)が 共 通 な も の

は,〈(Sentiment)〉 だ け な の で,次 の 結 合 の み が 可 能 と な る 。

Blackdespair‐ →Nounabstract(Sentiment)→(Personal)→

(Prospective)→(Hopelessness)→(Evaluative)〔[unrelievedly

gloomy][utterlossofhope])

こ の よ う に し て,blackdespairはterriblehopelessnessと 解 釈 さ れ る

の で あ る 。
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